
（別紙３）

～ 2025年1月17日

（対象者数） ４２人 （回答者数）
２４人

～ 2025年1月11日

（対象者数） ６人 （回答者数）
６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

畑で収穫した野菜を使って調理活動をする。

育てる野菜の種類を増やす。

2

スケジュールの視覚化し、支援ツールや個々のプログラムの

充実を図る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者のニーズを把握しながら、必要に応じて保護者会や保

護者同士が交流できる機会の提供を検討する。

2

利用児や保護者にも伝わるように玄関に活動内容を掲示した

り、ソフトウェアの全体発信ページでお伝えする等、個人情

報保護の視点に留意したうえで提供していけるよう検討す

る。

3

○事業所名 ミックスベリー

○保護者評価実施期間
2024年12月18日

○保護者評価有効回答数

2025年1月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会が開催されていない事。 コロナ禍もあり実施できていなかった。

事業所での活動内容が分かりにくい事。 利用児毎に日々の活動について記録や写真をソフトウェアを

通じて発信しているが、利用児全体に向けて発信する機会が

少ない。

事業所の敷地が広大であり、畑や古民家、ピザ窯等が敷地内

にある。また、タケノコ堀や草花の生育状況により季節の変

化が敷地内で感じられやすい。

敷地内の畑で季節に応じた食物を育て収穫している。

天気のいい日は敷地内を散策し、草花や虫採取をして季節を

感じたり、自然の中に身を置いたりしている。

専門職や有資格者が複数いる事により、児童一人ひとりに合

わせた支援が提供できている。

児童の特性に合わせた個別・集団活動の実施をしている。

月間・週間での取り組みを設定し継続した支援の提供をして

いる。

事業所における自己評価総括表公表


